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ま
ず
、
老
朽
化
の
激
し
い
市
民
会

館
・
公
民
館
等
の
建
替
え
計
画
を

早
急
に
策
定
す
べ
き
と
再
三
提
言

し
て
き
た
が
、
見
解
は
。

答
市
民
会
館
は
、
文
化
振
興
を
図

る
上
で
、
本
市
に
と
って
重
要
な
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
行
財
政
改
革
大
綱
第
６
次
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
白

書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

そ
の
後
、「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
会
館

も
含
め
た
個
々
の
施
設
の
再
整
備
に

つ
い
て
具
体
化
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
建
設

に
あ
た
り
財
政
調
整
基
金
の
活
用

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の

手
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

○
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対

策
に
つ
い
て

問
現
在
、
本
市
の
人
口
は
９
万
１

９
０
０
人
で
、
そ
の
構
成
は
、
０

歳
―
17
歳
が
１
万
１
５
０
０
人
余
、

18
歳
―
64
歳
が
５
万
５
０
０
０
人

余
、
65
歳
以
上
が
２
万
５
０
０
０

人
余
で
あ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策
は

緊
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
重

要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

答
人
口
減
少
対
策
に
つい
て
は
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
地

方
への
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出

し
、
東
京
圏
へ
の
過
度
な
人
口
集

中
を
是
正
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

少
子
化
への
対
応
と
し
て
は
、
本
地

域
に
お
け
る
深
刻
な
課
題
で
あ
る

産
科
・
小
児
科
不
足
の
改
善
を
図

り
、
就
労
支
援
や
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
よ
り
、
若
い
世
代
が
安
心

し
て
生
活
を
営
み
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
への
対
応
と
し
て

は
、
就
労
や
社
会
参
加
への
支
援
、

介
護
予
防
の
推
進
、
見
守
り
体
制

の
確
立
な
ど
を
進
め
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
代
を
問
わ

ず
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を

目
指
し
、
活
力
を
取
り
戻
す
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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○
地
籍
調
査
に
係
る
市
の
今
後

の
方
針
に
つ
い
て

問
地
籍
調
査
は
昭
和
26
年
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
首
都
圏
で
は
13
％

～
31
％
の
進
捗
率
で
全
国
平
均
の

51
％
を
大
き
く
下
回
って
い
る
。
境

界
の
確
定
は
、
震
災
時
の
家
屋
の

再
建
や
自
治
体
の
用
地
買
収
を
容

易
に
し
た
り
、
税
負
担
の
公
平
性

の
確
保
、
土
地
所
有
者
間
の
争
い

防
止
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
今
後
の

方
針
を
伺
う
。

答
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
公
共

事
業
の
コ
ス
ト
縮
減
や
円
滑
な
土

地
取
引
の
推
進
ほ
か
、
震
災
な
ど

の
災
害
復
興
を
迅
速
に
行
う
た
め

に
も
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
市
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
実
施
区
域
等
を
除
い
た
約

90
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
約
18
万
筆

が
対
象
と
な
り
、
境
界
確
定
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
期

間
が
長
期
に
渡
り
、
ま
た
、
事
業

費
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
か
ら
の
財

政
支
援
は
あ
る
も
の
の
、
継
続
的

に
相
当
額
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
事
業
計
画
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

負
担
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
、
新

た
な
被
害
の
要
因
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
現
状
で
の
横

断
管
設
置
に
つ
い
て
は
難
し
い
も
の

と
考
え
る
。

　

市
と
し
て
は
、
早
期
に
内
谷
川

本
川
及
び
各
支
線
の
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
す
る

と
と
も
に
、
流
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
据
え
た
排
水
整
備
を
図
って
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

○
六
ツ
野
地
区
の
浸
水
被
害
に

つ
い
て

問
六
ツ
野
総
寿
地
区
の
一
部
で
は

雨
量
が
増
す
と
周
辺
道
路
や
民

家
の
庭
先
ま
で
浸
水
し
、
劣
悪
状

態
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
国
昌

水
門
１
箇
所
に
雨
水
等
が
集
中
し
、

排
水
し
き
れ
な
い
事
態
が
生
じ
て
い

る
た
め
、
浸
水
対
策
と
し
て
、
東

側
道
路
を
横
断
し
、
内
谷
川
高
根

支
線
に
分
水
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答
六
ツ
野
総
寿
地
区
の
浸
水
対
策

と
し
て
、
道
路
内
に
横
断
管
を
設

置
し
て
、
内
谷
川
高
根
支
線
に
分

水
す
べ
き
と
の
提
案
で
あ
る
が
、
茂

原
市
排
水
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、

内
谷
川
の
東
郷
支
線
・
高
根
支
線

へ
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
根

支
線
は
完
成
後
40
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
、
下
流
側

の
内
谷
川
本
川
の
未
改
修
部
分
に

お
い
て
は
改
修
計
画
が
未
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
高
根
支
線
に
分
水

さ
せ
る
こ
と
は
下
流
側
の
河
川
に

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

田
畑　
　

毅
議
員

（
も
ば
ら
21
）

○
水
害
対
策
に
つ
い
て

問
一
宮
川
に
つい
て
は
、
法
面
の
土

砂
撤
去
、
メ
ダ
ケ
の
伐
採
や
土
嚢

を
設
置
す
る
な
ど
臨
時
的
な
対
策

は
完
了
し
た
が
、
恒
久
的
な
水
害

対
策
に
つい
て
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
阿
久
川
や
豊
田
川
に
つい

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
方
針
を
伺
う
。

答
一
宮
川
の
浸
水
対
策
に
つい
て
は
、

一
宮
川
流
域
懇
談
会
に
お
い
て
整

備
計
画
原
案
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。


